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要約 

私たちにとって身近な魚であるメダカは，外来種や農業用水路の整備によって生息数が減りつつある。しかし，メダカ

は海水で生活できることから，海へ進出することで生息域を拡大できるのではないかと考えた。メダカが塩を好むという

過去の実験データをもとに次のような実験を行った。 

メダカが正の走性を示すと考えられる物質を水槽に入れ，物質に寄って来るメダカの数を1分間計測した。調べた物質

は食塩，食塩水，海水である。その結果，いずれも対照である真水よりもメダカは近寄って来た。その中で，食塩水より

も海水にメダカが多く集まったことから，海水に含まれる食塩(塩化ナトリウム)以外の物質にも正の走性を示すのではな

いかと考えた。そこで，海水に含まれている塩化カリウム溶液で実験をしたが，有意な走性は見られなかった。 

今後は，塩化ナトリウムや塩化カリウム以外の海水に含まれる物質で実験してみたい。 

 

The numbers of Killifish are decreasing because of invasive species and agricultural runoff. However, it is 
believed that they can spread their habitat by advancing to the sea because they are able to survive in seawater. We 
tried the following experiment referring to past data that killifish like seawater. 
 We put substances – salt, saltwater and seawater, into an aquarium and recorded the number of killifish to 
approach the substance within one minute. Our results shows that all substances gathered more killifish than the 
fresh water which was the experimental control. We believe that Sodium chloride, which is found in seawater, 
attracted the killifish, and hypothesize that the same reaction could be seen using other salt substances. However, 
potassium chloride seemed to have no meaningful taxis.  

Henceforth, we want to carry out the experiment again using a substance other than sodium chloride and 
potassium chloride. 
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1．序論 

 メダカは流れのゆるい小川や水田などに生息しており，

プランクトンを餌とし通常春から夏にかけて産卵し，稚

魚は短期間に成長した後,水路をたどり広がっていく。現

在，メダカは絶滅危惧種に指定されていることもあり最

近では,あまりメダカは見られなくなってしまっている。

さらに,メダカの生息場所である池や水田,農業用水が整

備され生息場所も激減している。しかし，メダカは海水

中でも生きることができるという話があることから,海

水に向かって泳ぐ塩走性がメダカにはあるのではないか

という実験行っていた先輩がいたのでその実験に興味を

持った。 

 

2．材料と方法 

水槽：縦35cm×横20cm×高さ21cm 

海水の素：人工海水(ジェックス(株)製) 

食塩：精製塩(JT(株)製) 塩化ナトリウム99.5％ 

炭酸マグネシウム0.3％ 

塩化カリウム(和光純薬工業(株)製) 

メダカ：ホームセンターで購入 

 

 



＜実験1＞ 

水槽の横幅が 2:1 になるようにビニールテープでライ

ンを引き，2ヶ所に区切る。狭い方を①，広い方を②とす

る(図1)。 

小型ネットで仕切ることにより，メダカ10匹が①に収

まるようにした後，②の真ん中にポールピペットを用い

て海水，食塩水，真水(対照)，さらに薬さじを用いて食

塩を注入した(図 2)。10 秒ごとにメダカが②に侵入する

個体数を測定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(図1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(図2) 

 

＜実験2＞ 

 実験方法は＜実験1＞と全く同様であるが，塩化カリウ

ムと汲み置き水(対照)を注入した。 

 

3．結果 

＜実験1＞ 

下記の表1～4，グラフ1のとおり，海水の場合，他の

成分に比べてメダカが多く寄って来た。食塩水の場合，

最初はあまり寄って来ないが徐々に高い割合で寄って来

た。食塩の場合,食塩水と似たような結果であり,真水(対

照)の場合,他の成分に比べ寄って来なかった。 

 

   海水10ml            (実験回数) 

(

経
過
時
間) 

 

1 

回目 

2 

回目 

3 

回目 

4 

回目 
平均 

10秒 2 0 0 6 2.0 

20秒 3 5 1 7 4.0 

30秒 4 6 3 7 5.0 

40秒 5 3 7 3 4.5 

50秒 3 4 6 1 3.5 

60秒 1 8 5 7 5.3 

(表1) 

 

食塩水10ml(3.5%)       (実験回数) 

(

経
過
時
間) 

 

1 

回目 

2 

回目 

3 

回目 

4 

回目 
平均 

10秒 0 0 0 0 0.0 

20秒 1 0 0 0 0.3 

30秒 2 1 1 4 2.0 

40秒 2 6 3 0 2.8 

50秒 3 7 3 3 4.0 

60秒 5 5 5 1 4.0 

(表2) 

 

真水10ml       (実験回数) 

(

経
過
時
間) 

 

1 

回目 

2 

回目 

3 

回目 

4 

回目 
平均 

10秒 0 3 0 0 0.8 

20秒 0 2 0 0 0.5 

30秒 1 2 0 0 0.8 

40秒 0 1 1 2 1.0 

50秒 1 2 0 2 1.3 

60秒 0 4 2 2 2.0 

(表3) 
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塩化カリウム(0.07%) 

     食塩(0.35g)           (実験回数) 

(

経
過
時
間) 

 

1 

回目 

2 

回目 

3 

回目 

4 

回目 
平均 

10秒 0 0 1 0 0.3 

20秒 0 2 0 1 0.8 

30秒 0 6 2 2 2.5 

40秒 0 7 4 3 3.5 

50秒 3 8 4 5 5.0 

60秒 7 5 5 5 5.5 

(表4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(グラフ1) 

＜実験2＞ 

 下記の表5，6，グラフ2のとおり，塩化カリウムと汲

み置き水(対照)ともメダカはあまり寄って来なかった。 

 

真水(汲み置き水)10ml (実験回数) 

(

経
過
時
間) 

 

1 

回目 

2 

回目 

3 

回目 

4 

回目 
平均 

10秒 0 0 0 2 0.5 

20秒 0 0 0 3 0.8 

30秒 1 0 0 3 1.0 

40秒 2 1 0 5 2.0 

50秒 3 0 0 5 2.0 

60秒 5 2 0 4 2.8 

(表5) 

塩化カリウム(0.07%)  (実験回数) 

(

経
過
時
間) 

 

1 

回目 

2 

回目 

3 

回目 

4 

回目 
平均 

10秒 0 0 0 0 0.0 

20秒 0 0 0 0 0.0 

30秒 1 0 0 3 1.0 

40秒 2 0 0 2 1.0 

50秒 3 0 0 5 2.0 

60秒 3 1 2 0 1.5 

(表6) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(グラフ2) 

 

4. 考察 

 実験 1 では，海水にはメダカが寄ってくることが改め

て観察できた。食塩水や食塩の場合，メダカが寄ってく

るが，実験開始から40秒間は海水ほど寄って来なかった

ことから，海水に含まれる塩化ナトリウム以外の物質に

メダカが反応していると考えられる。 

 海水の塩分について，調べてみたところ，次のような

組成であった。 

 

塩化ナトリウム  77.9％ 

塩化マグネシウム  9.6％ 

硫酸マグネシウム  6.1％ 

硫酸カルシウム      4％ 

塩化カリウム      2.1％ 



そこで，実験 2 では，食塩(塩化ナトリウム)以外の物

質で，身近にあった塩化カリウムで溶液を作製して実験

を行ったが，塩化カリウム溶液と汲み置き水(対照)はほ

ぼ同じ結果になった。このことから，メダカの正の塩走

性に海水の成分である塩化カリウムはほとんど関与して

ないと考えられる。 

 

5.今後の課題 

 今回の実験より,メダカは海水に含まれている食塩(塩

化ナトリウム)，塩化カリウム以外の成分に正の塩走性を

示す可能性があると考えられるので，他の物質でも試し

てみたい。 
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